
　１　役務件名：ボイラー設備の維持管理業務委託

　２　役務場所：陸上自衛隊福島駐屯地

　３　役務概要：福島駐屯地内に設置されている７ｔボイラー２基及び付属装置１式の運転・監視

　　　　　　　及び日常点検を実施

　４　一般事項

　 (1)　受注者の負担の範囲

   　 ア　業務の遂行に必要な建物の一部（食堂、売店、トイレ及び指定するロッカー等）、機器

　　　　消耗品及び光熱水等は無償で使用できるものとする。

　 　 イ　官側が提供するもの以外の備品等は請負者において負担すること。なお、請負者で用意

　　　　した備品等を役務場所に持ち込む場合は、事前に監督官と協議すること。

　 (2)　協　議

　　　　本仕様書の内容に疑義が生じた場合は、監督官との協議による。

 　(3)　業務の記録

　　　　官側が示す様式を使用し、業務記録を整備する。また、日常点検等においては、官側が示

　　　す様式により報告する。　

 　(4)　業務責任者

　　　ア　請負者は、業務責任者（現場代理人）を定め監督官に届け出る。また、業務責任者を変

　　　　更する場合も同様とする。

　　　イ　業務責任者は、業務担当者（勤務従事者）に業務目的、作業内容及び監督官の指示事項

　　　　を伝え、その周知徹底を図る。

　　　ウ　業務責任者は、業務担当者以上の経験、知識及び技能を有するものとする。なお、業務

　　　　責任者は業務担当者を兼ねることができる。

　 (5)　出入り禁止場所

　　　　業務に関係のない場所及び室への出入りは禁止とする。

　 (6)　服装等

　　　　業務担当者は、業務及び作業に適した服装並びに履物で業務を実施する。

　 (7)　災害予防

　　　　本役務実施にあたり、災害予防について十分な対策を講じ、常に注意を怠らないようにす

　　　る。突発事故が発生した場合は速やかに監督官に報告する。

　　　　なお、災害事故及び損害発生については、すべて請負者の責任とし官側としての補償は一

　　　切行わない。

　 (8)　秩序維持

　　　　請負者は、業務担当者が指揮命令に忠実に従い、役務場所の職場の規律、秩序及び施設管

　　　理上の諸規則等を遵守し、違反しないよう適切な教育・指導の措置を講じること。

　 (9)　検　査

　　　　検査は、契約担当官等が定める監督及び検査実施要領により実施するものとする。

 担当部隊  福島駐屯地業務隊管理科

 担当者  栁川　智彦

 品　名  ボイラー設備の維持管理業務委託

 数量（単位）  １（ＳＴ）

 調達要求番号  ６ＮＱ０１Ａ８０１００

仕　様　書
 仕様書番号 22

 仕様書作成年月日  令和８年１月２８日



　(10)　守秘義務

　　　　業務遂行に際して知り得た事項（個人情報含む）について守秘義務を負う。役務終了後に

　　　おいても同様とする。

　(11)　業務担当者の継続性の確保

　　　ア　請負者は、むやみに業務担当者を交代してはならない。

　　　イ　業務担当者の病気、事故、長期にわたる年次休暇等の取得その他の理由により欠員が生

　　　　じる場合は、請負者は責任を持って交代要員を確保すること。

　(12)　業務担当者の交代

  　　ア　官側は、以下のいずれかの事情が発生した場合は、その理由を示して、業務担当者の交

　　　　代を求めることができるものとする。

　　　 (ｱ)　業務処理に必要な要件を著しく欠いている場合。

　　　 (ｲ)　指揮命令に従わない場合。

　　　 (ｳ)　正当な理由なく作業を著しく遅延し、または、作業に着手しない場合。

　　 　(ｴ)　作業状況が著しく誠意を欠くと認められる場合。

　 　　(ｵ)　職場の規律、秩序及び施設管理上の諸規則、守秘義務等に違反した場合。

 　　 イ　請負者の都合により業務担当者を交代する場合には、請負者は原則７日前までに監督官

　　　　に届け出ること。但し、緊急の場合を除く

　５　特記事項

　 (1)　ボイラー運転等業務

　　　ア　実施場所：福島駐屯地内ボイラー室

　　  イ　期　　間：令和８年５月１１日（月）～令和８年１０月３０日（金）

　　　ウ　勤務日数：１１５日

　　　　　別紙第１（勤務日程表）のとおり

　　　エ　就業時間　午前８時１５分から午後１７時００分とし、休憩時間は、午後１２時００分

　　　　　　　　　　から午後１３時００分または、監督官の指示により、就業時間途中の６０分

　　　　　　　　　　間とする。　　　　

　 (2)　業務内容

　　　ア　ボイラー運転等業務

　　　 (ｱ)　炉筒煙管ボイラー　７ｔ×２基

　　　 (ｲ)　還水槽他付属設備×１式

　　　イ　業務内容

    　　  別紙第２（ボイラー運転等業務作業マニュアル）のとおり。

　　　ウ　業務担当者の必要とされる能力、資質等

 　　  (ｱ) ２級ボイラー技士の資格を有するもの

　　　 (ｲ)　請負者は業務担当者が確定したら、上記該当の免状の写しを指揮命令者に提出するも

　　　　　のとする。なお、緊急時の対応を考慮し、必ず予備の業務担当者を確保すること。

　　　エ　予備の業務担当者の必要とされる能力、資質等

　　　　　上記ウ(ｱ)、(ｲ)を満たすもの

　　　オ　請負者は、受注後１０日以内に業務担当者（予備の業務担当者を含む）の入門許可願を

　　　　監督官に提出する。

　　　カ　事前教育

　　　　　請負者は、受注後速やかに、官側が実施する事前教育に業務担当者及び予備の業務担当

　　　　者を参加させること。


